
豊山町都市計画マスタープランの一部改訂について 

 

１ 改訂の趣旨 

「都市計画マスタープラン」とは、都市計画法第１８条の２に規定される「市町村

の都市計画に関する基本方針」として、土地の使い方や、道路、公園、下水道等の都

市施設、自然環境、景観といった都市を構成する様々な要素の方向性を長期的な視点

にたって定めるものです。現行の豊山町都市計画マスタープランは、令和１１年度（２

０２９年度）までを計画期間として、平成３０年度・令和元年度の２年間をかけて、

令和２年３月に策定しました。 

計画策定後、愛知県は大規模災害時に、全国からの応援人員や物資等を円滑に受け

入れ、被災現場や地域の防災拠点に迅速かつ的確に供給する基幹的広域防災拠点を整

備することを発表し、候補地として高速道路、空港からのダブルアクセスが可能で、

被災リスクが少ない県営名古屋空港北西部の豊山町青山地区を選定しました。 

基幹的広域防災拠点の中核施設として消防学校を整備し、防災教育や人材育成を行

い、平時は地域の賑わいを創出する都市公園を整備するとしております。 

新たな都市公園と消防学校を本町における賑わいの創出と、防災力の向上につなが

る「憩いと交流の拠点」と位置づけ、施設の整備に向けて、豊山町都市計画マスター

プランにおける施設の位置付けを明確化するため、豊山町都市計画マスタープランの

一部見直しを行うものです。 

 

２ 改訂作業予定 

  令和４年２月頃 パブリックコメント 

  令和４年３月 都市計画審議会  

  令和４年３月 一部改訂
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都市計画マスタープラン一部改訂概要 
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現都市計画マスタープラン（R2年） 一 部 改 訂 案 
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